
　
新
年
を
迎
え
、
昨
年
の
年
の
初
め
と
は

全
く
違
っ
た
生
活
様
式
に
従
っ
て
過
ご
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
感

染
症
流
行
か
ら
初
め
て
の
冬
、
実
際
に
迎

え
て
み
る
と
換
気
を
す
る
た
め
窓
を
開
け

る
と
風
が
吹
き
込
み
寒
い
。
手
指
の
消
毒

も
手
が
荒
れ
や
す
い
季
節
で
怠
り
が
ち
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
寒
い
と

そ
れ
だ
け
で
体
の
免
疫
力
が
下
が
り
や
す

く
な
り
、
そ
の
一
方
で
気
温
が
低
く
乾
燥

し
た
気
候
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
を
漂

い
や
す
く
、
活
性
化
し
や
す
い
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　
長
ら
く
ウ
イ
ル
ス
と
の
対
決
を
続
け
て

き
て
疲
れ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
、
ど
う
や
っ

て
こ
の
状
況
と
向
き
合
っ
て
い
く
か
迷
わ

れ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
は
皆
さ
ん
一
人
一
人
、「
自
分
が
感
染

し
な
い
方
策
を
と
る
こ
と
。
そ
れ
だ
け
に

全
集
中
」
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
と

同
じ
こ
と
を
、
た
だ
く
じ
け
な
い
よ
う
続

け
れ
ば
十
分
で
す
。
誰
も
感
染
し
な
い
状

況
を
作
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
は
行
き
場
を
失

い
収
束
へ
向
か
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
小

さ
な
力
の
積
み
重
ね
が
大
切
と
よ
く
言
い

ま
す
が
、
感
染
症
へ
の
対
抗
方
法
は
ま
さ

に
そ
の
典
型
的
な
場
面
な
の
で
す
。

　
こ
の
菰
野
町
役
場
の
力
は
皆
さ
ん
の
力

を
結
集
し
た
結
晶
で
す
。
大
き
な
事
業

で
、
流
行
終
息
に
効
果
的
な
力
を
ふ
る
う

の
は
行
政
の
担
当
で
す
。
そ
の
表
れ
と
し

て
こ
の
１
月
か
ら
空
気
中
の
ウ
イ
ル
ス
を

紫
外
線
に
よ
り
不
活
化
す
る
装
置
を
幼
保

園
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
図
書
館
な
ど
に

３
６
０
台
導
入
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
力
と
、

行
政
の
力
を
合
わ
せ
て
、
感
染
症
収
束
の

春
を
迎
え
る
べ
く
、
粘
り
強
く
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
春
に
は
、
当
町
で
も
南
伊
勢
町

で
も
近
隣
市
町
に
お
で
か
け
を
し
て
楽
し

め
る
状
況
を
作
る
仕
掛
け
も
着
々
と
進
め

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 り

町
長
の

ひとり

語

広報こもの
№ 725

９

Theme 22 感 染 症 収 束 を 目 指 し て

広報こもの
№ 725

８

問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

丘区長の松井 環
たまき

さんが総務大臣の「自
治会等地縁による団体功労者」として

表彰されました。松井さんは 18 年間、日丘
区長を務めており、その功績から今回の表彰
を受けました。表彰状を受け取った松井さん
は「さまざまな出身地の方がいる日丘区です
が、まとまっている現状を維持していきたい
と思います。区の皆さんには感謝しかなく、
後任の方を探しながら、これからもできる限
り頑張っていきたい」と語りました。

日丘区長が総務大臣表彰

日

永年の区長としての功労を称えて

日８
12月

◀
表
彰
を
受
け
た
日
丘
区
長
の
松
井
さ
ん

（
写
真
左
か
ら
２
人
目
）

日市 mie ライオンズクラブから各地
区コミュニティセンターへ車いす５台

が寄贈されました。寄贈を受けた町長は「昨
年に引き続き車いすを寄贈いただき大変あり
がたい。各地区コミュニティセンターで有効
に活用させてもらいます」と感謝の想いを伝
えました。

町へ車いす５台を寄贈

四

町の福祉のために

日20
11月

畑区が三重県から「獣害につよい集落」
等優良活動表彰を受けました。切畑区

は、従来から鹿や猿などに農作物を荒らされ
る獣害被害が多発していましたが、防護柵の
設置や住民の狩猟免許の取得などを区全体で
取り組み、被害を軽減させたことが評価され、
今回の表彰を受けました。町長へ報告に訪れ
た切畑区長の大橋さんは「今回の表彰は区民
の皆さんの協力のおかげです」と報告し、町
長は「区全体で対策を行う切畑区は本当に頼
もしい限り。これからも里山の価値を高めて
いってほしい」と伝えました。

切畑区が獣害対策表彰

切

獣害被害に区全体で取り組む11月

◀
訪
問
し
た
区
長
の
大
橋
仁
視
さ
ん（
写
真
中

央
）と
副
区
長
の
大
橋
德
紀
さ
ん（
写
真
左
）

日26
◀
車
い
す
を
寄
贈
し
た
川
邊
会
長（
写
真
右
）

と
町
長

内の若手農家４人で結成する菰野町お
いしいお米を考える会が、フードバン

ク事業を行う NPO 法人セカンドハーベスト
名古屋に 1.4㌧の米を寄贈しました。寄贈し
た米は、明治時代に発見された「竹成」を改
良して現在品種登録を進めている新ブランド
米で、福祉施設や生活に困っている方に届け
たいという思いから今回、寄贈されました。
セカンドハーベスト名古屋は、生活に困窮し
ている方などに企業や個人から集めた食料を
届けるフードバンク事業を行っており、米は
一度保管された後、行政などを通じて届けら
れます。寄贈した西田さんは「必要としてい
るところに、私たちのお米を届けてほしい」
と伝え、米を手渡しました。

町産の新ブランド米を寄贈

町

生活が苦しい方に菰野の米を届ける

日20
11月

◀
代
表
し
て
新
ブ
ラ
ン
ド
米
を
寄
贈
し
た
西

田
さ
ん
（
写
真
左
）

緊急通報 110番の正しい利用にご理解とご協力を

聴覚や言葉が
不自由な方のための

緊急の事件事故など以外は、最寄りの警察署や
警察安全相談電話【#9110】番または 059-
224-9110 をご利用ください。
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▶移動しながらの通報や、車両を運転しな
がらの通報は避けてください。

▶県境付近では隣接県の警察本部に繋が
ることがありますが、内容などは三重県
警察本部へ連絡されます。
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注 意

110 番は、三重県内のどこからかけても三重県
警察本部にある「110 番センター」に繋がる緊
急通報専用の電話です。

表示画面の各項目に必要事項
を入力し、送信してください。
チャット方式で連絡できます。

いつ、どこで、何があったのか
などの状況と名前、住所、FAX
番号を送信してください。
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